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見えない「小児甲捌腺がん研究」の実態に迫る
－誰のための「症例データベース」と「組織バンク」か

白石革
しらいし　はじめ

Ou‾P庖net－TV

2014年秋，大阪で開催された「第う7回日本甲

状腺学会学術集会」の一般演題で　福島県立医科

大学似卜．福島医大）の鈴木眞一教授は，「小児～若

年者における甲状腺がん発症関連遺伝子群の同定

と発症機序の解明」と題する報告を発表した。そ

の報告は，「甲状腺がん遺伝子変異，チェルノブ

イリと別型福医大など見解」（福島民報）1，「福島18

歳以下甲状腺がん確定57人，遺伝子変異のチェ

ルノブイリ型とは別の成人発症型が多数」（福島民

友）とメディアでも大きく報じられた。検討委員

会後の記者会見では，研究の不透明さに対する批

判が相次いだが　福島医大関係者から詳しい説明

はないまま現在に至っている。

福島県の甲状腺検査をめぐっては，今年3月に，

事故当時4歳の男児の症例が検討委員会に報告

されていないことがわかり，大きな議論となって

いる。福島県や福島医大は保険診療に移行した患

者の情報は把握・服告する仕組みはないと主張す

るが実際はどうなのか。検査の枠組みから外れた

小児甲状腺がん患者たちのデータは果たしてどの

ように扱われているのか。その実態に迫る。

福島医大の構築された甲状腺がんの「組
織バンク」

甲状腺検査をスタートしてから丸2年目にあ

たる2013年11月8日。福島医大の倫理委員会

には2つの研究申請書が提出された。「小児甲状

腺癌の分子生物学的特性の解明」という一般臨床

研究と「若年者甲状腺がん発症関連遺伝子群の同

定と発症磯序の解明」というヒトゲノム・遺伝子

解析研究である。いずれも研究責任者は甲状腺内

分泌学講座の鈴木眞一教授，主任研究者は福島俊

彦准教授（当時．以下同）だ。

前者の分担研究者は　同講座の鈴木悟教授，水

沼廣助教．岡山洋和助教のほか，器官制御外科学

講座の隈元謙介講師，松本佳子助手，小林祐介助

手の計6人が名前を連ねている。一方，後者の

分担研究者は　長崎大学原爆後障害医療研究所の

光武範吏准教授，荻朋男准教授，山下俊一教授と

長崎大学の研究者3人の名前が並ぶ。後者の研

究の申請書には「長崎大学が主管となって行うヒ

トゲノム・遺伝子解析研究であり，長崎大学での

研究計画はすでに承認されている」とある。、

この2つの研究は　異なる課題名で別々に提

出されているが　計画書の中身は，互いに連動し

ている。簡単に言えば　福島医大において，甲状

腺がんと診断された若年患者の術後の組織データ

を集積する「組織バンク」を構築。長崎大学は，

その「組織バンク」に蓄積された生体試料を譲り

受け「小児甲状腺がんの生物学的特徴を明らか

にする」ゲノム解析を行っているのである。それ

ぞれ詳細を見ていこう。

前者の研究計画書によると，研究目的は，福島

県内で発生した「小児甲状腺腫瘍の組織バンクを

構築」し．「小児甲状腺超音波健診で発見される

甲状腺癌の分子生物学的特性を明らかにする」こ

ととある。主任研究者である福島准教授は2003

年，一般成人に発生する甲状腺乳頭がんの遺伝子

変異について分析し，約半数にBRAFの遺伝子

変異が認められ，K，H，N－RAS遺伝子変異がな

いことを報告している2。では，福島の子どもで

見えない「小児甲状腺がん研究」の実態に迫る回087う

尊
慮
自
重
慮
第
－
－
億
度
一
億
簿
亀
Y
穿
き
束
、
。
‡
　
1
－
－
3
－
－
種
寧
櫨
邑
演
〉
私
学
青
さ
1
く
　
く
月



e　　　圏
●　・　　　′，●

はどうなのかというのが研究テーマだ。

というのも㍉チェルノブイリ原発事故後に発生

した小児甲状腺乳頭がんの研究では逆に，BRAF，

RAS遺伝子変異の頻度が高ぐ　PET／PTC遺伝子

の再配列が高頻度に検出されるとする報告がなさ

れ3，これが被曝影響による発がんメカニズムの
一つと注目されてきた。しかしその後，被曝歴の

ない小児甲状腺がんの調査でも，PET／PTC遺伝

子再配列が高頻度に検出され，近年は，放射線特

有の遺伝子変異ではなく，小児と成人との間に，

「分子生物学的特性」があるとの説が有力になり

つつあるという4。本研究はこの解明を目指した

ものだ。

一方，長崎大学で実施されている後者の研究は，

福島匿大の甲状腺がん患者から得られた試料の分

譲を受け，ゲノムデータを解析する研究だ。福島

医大で治療を受けた「30歳未満の小児一若年者

甲状腺がん患者」の遺伝子変異のプロファイルを

解析することによって，成人発症のがんと比較し，

生物学的特性の違いを明らかにするという。前者

と後者は，若干，書き方は異なるが　目指す研究

成果は同じである。こちらも．計画書の上では，

放射線による被曝影響を解明するのではなく．成

人と小児の甲状腺がんの違いを明らかにすること

を目的としている。

試料の保存と分譲の手順

計画書によると，前者の研究では，手術時に切

除した組織標本からがん組織と正常組織を採取し

た上で，genOmicDNAおよびRNAを抽出し，

がん関連遺伝子の遺伝子異常について解析すると

いう（図1）。

扱う試料は，パラフィンブロック試料．切除標

本の凍結試料，genOmicDNA，CDNA，個人の

データのう種類で　データでの管理責任者はい

ずれも福島准教授で　保管期限は定められていな

い。切除標本とDNAは－80度にて凍結し，甲

状腺内分泌学講座のフリーザーに保管するとして

いる。また個人の診療情報は集めてデータベース
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図1－「小児甲状腺がんの分子生物学的特性の解明＿　手順・相

互関係図

を構築し．甲状腺内分泌学講座で厳重に保管して

いるという。

一方，後者の研究で利用する試料は，福島医大

から分譲を受けた甲状腺がん組織と周囲の正常甲

状腺組織もしくは血液で　組織の場合は1g以下，

血液の場合はうmlと記載されている。研究に利

用する試料の目標数は300で　それらは長崎大

学原爆後障害医療研究所の放射線災害医療学研究

分野にある長崎甲状腺腫瘍生体試料バンク内に保

存されていることも，研究計画書から初めてわか

った。保存期限は2018年だが　他の研究に利用

する可能性も残している（図2－。

2つの研究計画書に示された研究手順・相関図

（図1．図2）を見れば明らかなとおり．いずれの研

究も．福島県の県民健康調査を前提にしたもので

検査と一体化している。

計画書には，「通常の小児甲状腺癌の発生率は，

年間100万人あたり1－2人程度と考えられてい

る」が，「検診の進行に伴い，スクl）一二ング効

果として，一定頻度で甲状腺癌が発見されるもの

と想定される」との記述もある。従来では入手困

難だった小児掴犬腺がんの試料を，県民健康調査

によるスクリーニング効果を利用して得ようとし

ていたのであれば　大きな問題である。

ちなみに．これらの研究費は．県民健康調査と

はまったく別の枠組みで得ており，あくまでも個

人的な研究という形をとっている。前者は科学研

究費助成事業（科研費）基盤（C）から507万円（2013－


